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乾田直播における小型トラクタTによる
桝寂整地法について

小型トラクタ用砕土整地磯の試作

稲田恒次・石川武己
橋本重雄・鏡水惣一

（山形県農就）

′J、型トラクター即ち動力耕うん機の丁ダッチメソトと

して乾田直痛等の播種床の土壌を細粒化する砕土機を試

作したのでその概要を発表する・

水稲の乾田直鰭に於て，踏柏床が細かく砕かれている

事は発芽歩合を屈め一切朗の生育を安定にする・この土

壌の細粒化は．義士●沙質壌土のところではローダリー

桝うん機を使うことに上ってそれ程大変な仕事ではない

けれども．乾燥すると非常に堅くなる上うな粘土質の水

田では．動力耕うん機に上る耕起・砕土だけでは全く不

十分であわ．満足すべき苗立が見られないのみならず発

芽後の生育も不確実で－ひいてはそれが減収にもつなが

るようになる．動力耕うん機に上る砕土作業を行った場

合．3回繊程匿迄は砕土の効果があがっているが・それ

以上かけてもその効率はほとんど変らなく土塊もそれほ

ど細かくはならない．
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しかし，粘質な土壌においてはそれ以上の細粒化が必

要であ少，どうしても効率の高い作業機が要求される・

2　　試作機の概要

本作業機は今迄の動力耕うん磯16－7f・日程まが適

当IKTダッチメソトとして取付くようにした・

L　フレームに6－厚の鉄板を用い，側板に適当を穴

をあけて砕土軸が上下に調ガ出来る・後方の飛士受板とL

l－鉄板を用いている・

且　砕土郡全体の上下調節は，側板に取付けた上下調

節目緊度調節1用ソリで行い・砕土部分取付の為所うん

部の重量が増しTyノミヲユ／スとをり・旋回・移勤等が困

厳になる傾向があるので■耕うん機の頭部を改造してあ

り程度のバランスウエイトが乗るよう托した・

】＿∴轡塾」＿

第1回　耕転機に鶴首した砕土整地機

第2岡　砕土ロータの略図

第2表　砕土機構

砕土巾　　　　　　675q

刃軟（左右路本づつ）70本

刃　長　　　　　164°

＊　　　　r別

辞土嘲回転数も－H880

飛士受板取付刃長　250－

刃先回転半径　　181傭

刃取付角匿　　　　600

刃取付間隔　　　　15－

轟音工売品転葺だ謂0
飛土受板取付刃間隔50一

乱　動力取出しについては．耕うん柚にネジを切って

（サイドドライブの場合は．その反対側へIセンタ‾ド

ライブの場合は都合の良い方一方へネジを切る】■530
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×19Tの動力取出ギヤを取付けた・それからチエソに上

って砕土ローダの駆動ギヤに伝導する・

耕うん軸からの動力取出部が砕土ローダや負荷によっ

て．相当の抵抗を受け回転しにくくなるので・軸の摩擦

が出来るだけ少なくなるようにローラーべ7リンクを用

第3圃　砕土ローダ

3　臭験結果及び考察

本試作機に上る結果は，乾田直拝を行っている現地で

10a当力餅起砕土作業労働投下量で比較すると・便弔前

書では14時間通分であったが・使用後は8時間㌘分【耕

超さ時間怒分，砕土整地5時間5分】とをカそれは・砕

土整地作業が短縮されたことに依る・

第8表　枠土試験結果し重量　感l

27

高い．即ち動排による1回巳砕士軋　2垣絹の笹L軽よ

りも試作砕土磯1回掛けの土塊の方が槻f三化化　九九∵′・る・

動　静土能率は回故を唱ねていつてもせ下したい・こ

の砕土機に上る砕土作美は●回数を行えばそれだけ土塊

が細粒化され動力耕うん機による砂壌土・格盛土の砕土

工少も強粘土の砕土磯の砕土の方が劾峯が高い・

2．壇土の分布について

几）動力桝うん機に上る耕起・砕土ともK上場に粗大

土塊が多く浮き，下層に少ないが砕土磯に上った場合は

表層に細い機組を生じ一大塾を土塊は下鳩打沈んで発芽
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（山形県川西町時正の強粘土における試験・水分55再の時土壌硬も
山中式16－22．5－程匿）

1．砕土能力

α）試作した砕土機は動力耕うん機上タも砕士能力が
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砕土整地機による砕土塊の状態

歩合を高め一郎中期の生育にも好適表土靂状態となっ

ている．このように埋組が動力耕うん機の場合と逆にな

るのは．砕土作業が表層6‘譜程度を行い，表層の天竜な
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土塊を無くしてしまう．また耕うん機の爪のエうな砕土

爪に上る土塊のすくい上げ作用が少く【爪の形状に上る

のでそのような事のをhように設計）．回転ピッチから漏

れる鮪別作用が程少にくく土塊の運動エネルギー差によ

る勤力餅うん織の時のような壇組がかこちない．また前

にある餅うん軸の爪が土塊をすくい上げて投鮒遅効を起

しても．その土塊がそのまゝ落下するようをことはなく

砕土ローダに衝突．飛士受板取付爪への衝突等の砕土作

用に上って更に細粒化される．

8．砕土作用の構成因子

土塊の細枠の要素を考察すると，土塊は耕土より切身

鰻されているので餅うんの時には用いられをh「押し砕

き」イ打ち砕き」の作用が有効である．耕うんロータ・

砕土ローダそのものに上る基不破砕は「圧縮勇断」「切

火山灰土壌におけ

断」であるが爪の遠心投衝を受けた土塊の「飛土受板取

付爪への衝突」「砕土ロータへの衝突」「土塊相互の衝

突」及び機体・人体の移動に伴う車輪その他による「押

し鎖し」の作用があって．耕うん機工少も砕土機の方が

砕士の効率そのものが高いのに加えて作用因子が多い．

屯　所要馬力並びに経費

砕士機を7タッチする事によって必要とする馬力は，

むしろ動力朗うん磯による耕超作業に要するそれエ少も

僅か低h位で，7p針程度の出力があれば十分である．

これは砕士層が6血と浅く桝起してある土壌を破砕する

だけであるからであろう．作業機の値段の方は約4万円

位で改造費を含めても4－5万円程蓬であがる．

■山形県農業改良裸　■＊山形県経営伝習農場

る　乾田直播の研究

第1報　直播後港水処理による出芽促進について

佐々木　　鵡・尾田昭卜一
佐々木信夫・千葉満男
（岩手県疫試県南分場）

1　ま　え　が　さ

岩手県における直播栽培の研究は．現技術段階で安定

性の高い湛水直格が主な対象となっているが，乾田直渚

についても経営的側面から喪家の関心も強く．過去の試

験結果や気象東件も可能限界地城にある点などから試験

研究の再検討が行われて来た．その結果昨年蓬上身播種

直後藩水処理が出芽促進に効果があることがわかれそ

の方法を基にした乾田直橋の体系化の試験が行われてh
る．

この試験もその一環として行っているが．そのねらい

とするところは．目下実施甲の和賀中部地区の火山灰地

帯での田畑輸換による酪農経営を目的とした現地試験に

おいて．稲作の機械化体系試験として取少上げている．

今迄の試験結果の内．濯水処理が出芽に及ぼす影響につ

いて2－8明らかになった点を報告する．

2　出芽不史定の聞題点

19蛤一個年の2ヶ年嘲行った．県南分場の乾田直播試験

結果から播種後の気象経過l地温．降雨量）と出芽の関

連性をみたのが第1図である・1洪8年の出芽朋をみると．

降雨量に上って出芽朋が規制憧れている傾向がみられる

が．19屯峰の出芽期は降雨量でなく．地温が出芽期を規

制しているように見受けられる．すなわち播種後の多雨

粂件は地温上昇を抑制して出芽期を遅らせ，寡両条件は

地垣上昇をまねくが．圃場の過乾に上って出芽を遅延せ

しめる・これが出芽不安定の主要を原因とみられるれ

播種期の巾を4月初旬～5月初旬とすると，今迄の気象

経過からみて．播種朋の早い程前者の影響を強く受け．

遅い程後者の影響を受ける傾向がみられる．最近は地温

あ面から播種期は5月初めに集中的に行われるようにを
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第11対：播都前後の気象条件と川芽

れ　過乾に上る出芽遅延対策が乾直の問題となっており，

その対策として濯水処理が取少上げられたのである．

3　雇水処理が出芽に及ぼす影響

1．処理の出芽促進効果

α）圃場試験の結果

1≦将年308の現地圃場で．品種フジミノリを供試して

5月班日に播種し，直後濯水と5日後濯水の二区につい

て出芽を調査した．その結果は窮1表の通りである．


